
、

直 fIjJ 

③ 

を
み

健康で勤労にはげむ明るい町にいた しましょう。 (MItttEfEよリ )

る」

セ ッ トカーで交通安全教室
子どもに正しい交通ルールを身

につけさせ、悲惨主。J:;'o~かり守ろ

うーと、ことし購入した交通安全

セ y トカ による交地安全教室。

111に装備されている信号機、1世
W 

L 晴晴2

一}t134N?184
it.. ，.!，唱曲一勧+泳、:.....::r.、ム也よ I今

断歩道や一時停iIなどの椋疎開lを

使って、交&.'.'iでの自転車の来リ

方、歩行の仕方を勉姐10-(-どもた

ちは真剣そのも円でした。

(10 }cJ 9日‘ 干rOIlノトで)
. 
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ぐ，.会の露骨8

般
会
計

五
百
三
十
万
円

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

〈〉

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
二
十
九
万

六
千
問
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
十

一
億
七
百
八
万
五
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
大
和
総
と

東
雲
仙
相
の
間
易
舗
装
工
事
百
五
十
五
万

向
、
日
の
出
町
な
ど
排
水
路
の
艶
仰
七

十
九
万
九
千
円
、
忠
志
別
線
道
路
側
溝

工
事
六
十
八
万
六
千
円
、
回
代
排
水
川

改
修
と
南
線
道
路
の
用
地
購
入
百
五
万

六
千
円
、
ワ
イ
ヤ
ー
橋
掛
け
替
え
工
事

助
成
二
十
三
万
円
、
水
稲
集

団
育
苗
、
機
械
移
植
栽
培
奨

励
補
助
四
十
九
万
一
千
円
、

へ
き
地
教
貝
住
宅
建
設
工
事

三
十
三
万
円
、
旧
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
暗
渠
工
事
九
十
万
円
、

小
中
学
校
服
務
用
備
品
購
入

四
十
九
万
問
、
箆
度
心
身
障

笹
者
と
母
子
家
庭
な
ど
児
童

医
療
助
成
五
十
五
万
円
、
乳

幼
児
医
療
助
成
四
十
八
万
円
、

老
人
ベ
ル
購
入
、
寝
た
き
り

第
三
固
定
例
町
議

会
は
九
月
十
二
日
聞

か
れ
、
補
正
予
算
、
条
例
制
定
な

ど
議
案
九
件
を
審
議
し
‘
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
・

ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
度
一
般
会

計
な
ど
五
件
の
決
算
認
定
H
戸
、
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た。} 

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

，( 

}相

暗
渠
工
事
に
よ
り
排
水

一

が
よ
く
な
る
国
高
筏
テ
ラ

一

ウ
ン
ド

戸 -
h 

各
層
ご
と
に
住
民
福
祉

環
境
を
整
備
し
住
み
よ
い
町
に

〔住

宅

〕

世
帯
の
細
分
化
傾
向
は
今
後
も
続

く
も
の
と
み
ら
れ
、
住
宅
難
の
解
消

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
町
た
め

@

宅
地
的
造
成
@
公
営
住
宅
内
建
設
@

民
間
住
宅
に
公
的
資
金
を
導
入
す
る

な
ど
に
よ
り
‘

一
戸

一
住
宅
の
建
設

計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
快
適
な

生
活
を
営
め
る
よ
う
耐
火
、
耐
寒
主

ど
環
境
的
経
備
も
促
進
し
ま
す
。

お
も
な
事
業

l
四
十
八
戸
内

公
営
住
宅
建
設
、

一
万
平
方
H
川

町
住
者
設
用
地
取
得

〔上
下
水
道
、

清
掃
処
理
〕

本
町
は
泥
炭
地
に
よ
る
飲
料

不
適
地
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
広
大

な
地
域
に
集
活
が
散
在
し
て
お
り
、

全
町
的
な
上
水
道
吾
世
に
は
多
く
の

困
難
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
人

目
的
増
加
が
予
想
さ
れ
る
市
街
地
は
、

既
設
水
道
施
読
の
改
良
整
備
を
行
い
、

水
道
来
政
世
地
区
は
、
水
食
源
を
制

査
し
て
簡
易
水
道
、
簡
易
給
水
施
設

を
設
世
し
、
無
水
地
区
的
解
消
を
図

り
ま
す
。

中
心
市
街
地
内
膨
張
と
近
代
産
業

の
発
展
に
伴
つ
汚
水
町
排
除
は
、
都

市
計
画
街
路
事
業
内
中
で
側
構
を
務

備
、
解
決
し
ま
す
。

ゴ
ミ
、
し
尿
は
四
町
共
同
で
処
理

楽 しい敬老会。みんなが健康で文化的な生

活をーと、 書穫の施設づ〈りを進めます。

を
追
加

第 3固定

例町議会

老
人
特
殊
寝
台
購
入
な
ど
老
人
福
祉
四

十
万
八
千
円
、
フ
ッ
ソ
歯
函
塗
布
手
数

料
三
十
万
円
、
学
校
体
育
連
胆
交
付
金

十
五
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
下
金
原
稿
、
濁
川
橋
掛
け
替
え
工

事
二
百
六
十
三
万
円
、
公
古
住
毛
建
設

工
事
百
五
十
二
万
六
千
円
、
上
級
川
地

区
道
路
改
良
工
事
九
百
七
十
四
万
八
千

円
‘
秘
川
排
水
溝
新
政
工
事
五
十
四
万

二
千
円
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
地
方
交
付
税

千
五
百
五
十
六
万
五
千
円
な
ど
が
見
込

ま
札
、
国
庫
支
出
金
七
百
九
万
五
千
円
、

道
支
出
金
百
十
二
万
五
千
円
が
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

〈〉
今
金
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

重
度
身
障
者
、
母
子
家

庭
児
童
医
療
費
を
助
成

ふ
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の
改
正

こ
れ
ま
で
満

一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

に
だ
け
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
‘
十

月
一
日
か
ら
は
三
歳
未
満
の
幼
児
に
対

し
て
む
入
院
の
費
用
が
助
成
き
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

〈V
重
度
心
身
障
害
者
、
母
子
家
庭
な
ど

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
燃
性
大
型
ゴ

ミ
捨
場
町
確
保
、
ま
た
、
し
尿
に
つ

い
て
も
収
集
ピ

l
ク
緩
和
の
た
め
の

予
備
貯
溜
そ
う
を
共
同
建
設
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

お
も
な
事
業

1
九
地
区
内
簡
易
給

水
施
設
設
置
、
市
街
地
排
水
路
改
修

整
備
、
散
水
車
購
入

〔社
会
福
祉
〕

す
べ
て
の
人
が
健
康
で
文
化
的
主

生
活
を
話
的
る
ょ
っ
キ
メ
細
か
い
行

政
を
進
的
な
け
れ
ば
主
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
低
所
得
者
対
策
な
ど
単

に
技
術
保
協
的
な
消
極
的
な
も
の

に
と
ど
ま
ら
ず
、
児
童
、
母
子
、
老

人
各
対
集
照
的
住
民
福
祉
を
福
祉
団

体
、
機
関
と
密
接
な
連
係
を
保
ち
制

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

特
に
ド
老
齢
者
に
は
経
済
的
な
安

定
的
み
ら
ら
ず
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
指
専
強
化
、
施
設
の
技
術
な

ど
を
進
的
ま
す
。

ま
た
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
て
各
集
落
、
}
と
に
宇
治
館
や
児
虫

館
主
ど
を
殻
世
し
、
有
機
的
な
活
用

を
図
り
ま
す
。

お
も
な
事
業

1
特
別
旋
地
主
人
ホ

ム
、
老
人
い
こ
い
の
家
、
主
人
ア

パ
ー
ト
、
生
前
館
、
児
況
に
川
、

し
体

不
自
由
児
通
同
施
設
、
児
童
公
団
円

建
設
、
常
設
保
育
所
内
改
築

維
持
管
理
費
や
給
水
工
事
費
じ
百
六

一

十
五
万

一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総

一

額
は
九
百
九
十
六
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

一

〈V
花
看
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

一
定
例
町
議
会
で
町
政
に
対
し
て
一
一
時

水
道
建
設
費
や
給
水
工
事
費
に
百
五
一
只
か
ら
一
般
償
問
が
あ
り
、
町
長
が
回

十
九
万
八
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
一
答
し
ま
し
た
‘

額
は
三
千
二
百
七
万
六
千
円
に
な
り
ま

7
0不
燃
性
の
大
廃
棄
物
の
捨
て
場
を
町

三

。

一

独
自
で
作
つ
て
は
H
現
在
は
北
絵
山
町

1
1

一
背
少
年
会
館
横
に
共
同
の
捨
て
場
が
あ

一
る
が
、
各
町
で
場
所
を
定
め
る
よ
う
協

一
管
C

れ
て
お
り
・
本
町
で
も
近
い
う
ち

一
に
決
め
る
考
え
だ
・

川
に
ビ
ニ
ー
ル
袋

一
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が
目
だ
つ

戸
が
、
業
者
に
笠
袋
の
回
収
や
す
導
す
る

。

一
戸
一
本
の
植
樹
や
公
園
な
ど
の
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
は
H
背
年

一
団
体
や
婦
人
会
な
ど
へ

の
呼
び
か
け
、

一
各
部
落
に
推
進
貝
を
設
け
る
な
ど
し
て

一
運
動
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
‘
明
年

一
度
で
種
代
的
予
算
化
も
考
え
て
い
る
。

一
ま
た
、
都
市
公
園
の
造
成
、
美
利
河
町

一
自
然
休
養
林
指
定
な
ど
努
力
し
た
い
。

消
防
庁
舎

明
年
七
月
に
完
成

第
七
回
臨
時
町
機
会
は
九
月
二
十
八

日
聞
か
札
、

議
案
四
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
消
防
貨
が
継

続
賀
補
正
さ
れ
、
ニ
と
し
か
ら
ニ
カ
年

計
画
、
五
千
六
百
八
十

一
万
六
千
円
で

消
防
庁
舎
が
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
諮
負
契
約
の
締

結
も
承
認
さ
れ
、
明
年
七
月
十
五
日
ま

で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

の
児
童
の
医
療
費
助
成
条
例
の
制
定

一
、
ニ
級
の
身
障
者
、
霊
皮
肉
料
薄

者
、
両
親
か
父
親
が
い
な
い
家
庭
的
十

四
歳
ま
で
の
児
童
が
対
象
で
、
身
障
者

と
精
薄
者
は
入
院
お
よ
び
通
院
、
母
子

家
庭
な
ど
の
児
童
は
入
院
の
み
の
医
療

費
が
十
月

一
日
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
か
保
護
者
向
方
は
、
役
場
福

祉
労
政
課
で
手
続
き
の
上
「
受
給
者
証
」

の
交
付
を
受
け
、
病
院
に
か
か
る
と
き

窓
口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

s' 

A
 

昭
和
三
十
八
年
、

今

金
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
で

き
て
か
ら
十
周
年
を
祝

う
記
念
大
会
は
、
老
人

ク
ラ
プ
迎
合
会
(
会
長

友
普
幸
次
郎
き
ん
)
が

主
催
し
、
九
月
二
十
二

日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

五
十
人
は
ど
の
会
員

で
発
足
し
た
老
人
ク
ラ

ブ
も
、
現
在
で
は
十
ク

ラ
ブ
、
五
百
八
十
五
人

的
会
員
に
成
長
し
、
新
し
い
生
き
が
い

を
凡
い
出
す
た
め
‘
欠
か
せ
な
い
も
の

に
な

っ
て

い
ま
す
。

秋
晴
れ
に
忠
ま
れ
た
こ
の
目
、
二
百

五
十
人
の
お
年
寄
り
が
元
気
で
出
席
。

記
念
式
典
の
あ
と
、
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
贈
ら
れ
た
お
菓
子
を
ほ
お

ば
A
.
児
童
の
作
文
朗
読
や
講
演
に
耳

を
傾
け
、
今
金
民
謡
ク
ラ
フ
の
慰
問
演

芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
ク
ラ
ブ
結
成
に
功
績
の
あ

っ

/ 
発足十周年を祝う

老人

クラブ

た
清
水
正
義
さ
ん
と
架
山
菊
之
助
さ
ん

に
感
謝
状
が
矧

」ワ
れ
ま
し
た
。

/
J八
十
八
歳
以
上
の
お

年
寄
り
に
記
念
品

長
ド却
を
枕
い
励
ま
そ
っ
と
、
川
田
昌

の
目
的
九
月
卜
五
H
、
数
え
年
八
十
八

歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
主
に
町
長
が

慰
問
訪
問
し
ま
し
た

u

段
年
長
町
内
ン
7

さ
ん

(千
川
代

¥ 

般

質

問

( 2) 

〈
〉
要
望
意
見
書

国
鉄
瀬
棚
線
花
石
駅
の
貨
物
取
扱
的

廃
止
と
英
利
河
駅
の
無
人
化
に
反
対
す

る
要
望
意
見
舎
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
・

0
工
事
摘
負
契
約
の
締
結

上
甑
川
地
区
道
路
改
良
工
事
的
問
負

契
約
の
締
結
が
承
認
き
れ
ま
し
た
。
十

/
一一
月
十
固
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。

。
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
っ
て
中
村
徹
昭
さ
ん

(
南
町
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ん
1
凹
ほ
)
を
は
じ
め
渦
八
十
九
級
以

」
の
十
山
人
と
数
え
年
八
十
八
歳
を
迎

え
た
一
一人
に
は
町
長
か
ら
屯
気
敷
布
、

ま
た
、
渦
八
ト
八
歳
の
九
人
に
は
知
事

か
ら
羽
織
下
が
贈
ら
れ
大
喜
び
で
し
た
。

訪
問
し
た
お
年
寄
り
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(
敬
称
略

・
年
齢
順
)

西
ン
7

(

田
代
)
蓑
島
勝
四
郎
(
日

進
)
武
井
監
次
郎
(
本
町
)
谷
田
ゃ
い

(神
上
)
形
部
ワ
サ

(鈴
岡
)
松
本
馬

次
郎
F

日
進
)
日
下
ち
さ
と
(
御
影
)

芳
形
ト
メ

(鶴
川
)
白
田
キ
セ

(昭
和

町
)
竹
内
ム
ラ

(八
束
)
渡
瀬
マ
ソ

(

企
原
)
広
旧
熊
太
郎

(英
利
河
)
松
本

な
り

(末
広
町
)
村
端
ち
え

(花
石
)

千
抑
制
り
の

(稲
穂
)
杉
村
徳
三
郎

(末

広
町
)
佐
々
木
ベ
ン

(御
影
)
本
国
消

吉

(大
和
町
)
水
野
な
よ

(金
原
)
丸

山
ミ
ソ

(寒
昇
)
渡
部
ク
マ

(極
川
)

大
平
か
な
え

(
鈴
金
)
小
野
寺
か
ね
よ

(
美
利
河
)
藤
倉
久
左
エ
門
(
稲
穂
)

菅
野
ト
メ
(
種
川
)

j
町
献
血
推
進
協
に

道
社
会
貢
献
賞

献
血
巡
動
推
進
十
周
年
を
記
念
し
て

九
月
二
十
五
日
札
帆
市
で
金
迅
大
会
が

聞
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
席
上
、

今
全

町
献
血
辺
両
推
進
協
議
会
は
.
献
胤
川
山

州心
的
北u
且
啓
発
に
努
め
献
血
的
側
進
に

寄
与
し
た
功
紛
が
認
め
ら
れ
、
知
ド
か

り
北
海
道
社
会
貢
献
叫
が
附
ら
れ
ま
し

た
。

( 3 ) 



町
は
、
第
三
固
定
例
町
議

会
で
昭
和
四
十
七
年
度
の
一

般
会
計
を
は
じ
め
回
特
別
会

計
の
決
算
認
定
を
求
め
ま
し

た

現
在
、
決
算
特
別
委
貝
会

に
付
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
‘

そ
の
お
も
な
内
容
を
グ
ラ
フ

と
表
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

J 13億円の町の決算47年度、

@ 投資的経費に 3億 7千万円

農林水産業費21%、教育費15%

一
九又

+B
一

一
合
併
H

Z
=
ロ
一

一

一

ふ

京

一

町税(9，207万円)(il0%

地方交付税で44%占める

296 

8，591同

12，366円

一〕

円

一
4

8

-〔

po

-

9

-

萌
H

一

生民

一

，---一一ー・ー 一..一一一一一ー， ー・ーー一一ー

5，344 

5，130 

4，625 

2，757 

2，725 

2，004 

1，874 

1，816 

1，710 

1，603 

1，148 

1，094 

732 :よ濁川橋架替

i町有林造成

!林業構造改普事業補助

l市街地排水溝整備

i第 1幹線川改修

;住吉小へき地集会室建設

j白石農免農道整備

...ーーーー..一一ー一一一ー 一一ーーー宇一ーーー・ー

町民 1人当りの決算は i 

404 

337 

47年度のおもな事業

(単位万円)

712 

698 

533 

昭和47年度一般会計

歳出決算性質別比較図

h 

一般会計の予算執行状況

出〉

1.I07.085千円(368，282千円)

〈歳

額総制

昭和48年度

人〉{歳

151，637千円 ( 41.552千円}

旦竺出ニユ笠旦斗

鈎芯有打石日piil

M3，四 千問(119，864千阿) I 

主型空斗

問醐予阿 ( 7百五可]

185，973千内 ( 37，226"H可}

6，128子円)

134，767千円( 51.990千円}

|1，107，085刊)(悶 I削 千円)|総

| 90.691千円 { “ 山 手円}| 町 17，018千円{n 

n 

n 

会

Z発

生

議

鎗

民

似

白働i)!取 m縦

変付金

地方蛾与悦2，407千円)

.. ""千円}

6醐 千円 {

7側)()l阿 (

存型FJ22
柵 刊jJ刑峰山崎

担竺旦J健闘料手急斜

178 刑判 {平石Z1闘揃支出金

竺笠旦Ji1t支出金

7五'H'l)I財 厳昭入

亙E 得

43剛附 (民高石了1機

l畿

日 担 旦j結

一一寸

11 

1l 

旬除

生

労

膏i

地方交付悦448，610-r-I'1 ( 206，252千円}

".千円

町民センタ 建設

国保病院増築

今金小改築

隔離病舎新築

盟国橋架替

中央線南線用地購入

畑町沢林道開設

野菜加工施設設置補助

光古線道路改良

12岡橋取付道路新設

旭、昭和線舗装

根川生活館建設

円)、ι
会計別 区分 決 算 額 叫額町 f昔置

歳入 867，745，861 翌年)Jl:へ韓鐘

一 般会計 歳出 853，153，206 
7，292，655 

基金融入れ
手持 右目 14，592，655 7，300，000 

国保~r;.輩
歳入 155，229，218 盟年1!1:へ幡越

続出 155，093，432 
65，786 

勘 定
基金融入札

特 I~ In 135，786 70，000 

国保施設
収入 -252，988，595 翌年度へ利益剰余金

支出 219，232，012 とLて雌昌

耳目
勘 定 残額 33，756，583 33，756，583 

今金簡易
歳入 14，889，683 盟年度へ紐越

続出 14，605，673 
134，010 

水道会計
越金融入れ

会
タ具 有H 284，010 150，000 

陸川簡易
歳入 2，628，198 翌年度へ繰越

出出 2，024，355 
34，843 

水道会計
輯昌明昨

計
叫額 603，843 569，000 

歳入 1，293，481.555 翌年度へ桂昌
41.283.877 

合 計 歳出 1，244，108，678 基金雄入れ

時番目 49，372，871 雌低明酔71552609，0O0000 

(単位
昭和47年度会計別決算額昭和47年度一般会計歳入歳出決算の内訳

出〉{車

地方空付税

386，455千円 (44.5%)

入〉

106，364千円(I2，3%)

〈歳
13，215十州 l

"似f背Z

51.073千円 ( 12，283千""

6，209千円)

日千円)

4月から始まった昭和48年度も約半年が過ぎま Lた。

町民のみなさんに、町の台所がとのようにな っているかを知

っていただくため、今年度内一般会計予算執行状況をお知らせ

します。

}外は予悦男児額

}内"収入.支出済制

としの町の財政(r12)

32，287千阿{

釘0千円(

sω千円

農林水産業1l

1l 

1l 

n 

II 

災都御 181内

慢

n 工

1ft 

備

本

oh 

n 敏

円
白

予

商

土

i宵

金

金

{貫

入

金

付

思

町え

人

町

~ 

」ー

54.424千円 {

855 H司(

12.612 HII { 

120，228 r-PI ( 

6，628予"1( 

350千阿 (

7，総制下i

129.4ωrPI 

79，600円

16，691円

9，793円

一般会 計

lJl 

農林水産業費

土

費

費

負

育

木

町税

教

¥ 

23 

12，129，051 m' 

42，579m' 

18，234m' 

2，272ヰー円

22台(式)

60，783千円

31現在)

在

町有財産の内訳
(48. 3 

現分

地

建 物

立木

出 資による権利

物 品

基金

区

土

6 30現産)(48 
町債の状況

昭和48年度町税の収入状況

税 の区分 調定額 収入済額 収 入 率

千 円 千円 % 

町 民税 37，701 22，061 58，5 

固定資産税 38，186 24，364 63.8 

軽自動車税 1，957 1，830 93.5 

たばこ市町鋭 5，575 5，575 100，0 

電気ガス税 2，293 2，293 100，0 

木材引取税 89 8 9.0 

入 湯税

言十 85，801 56，131 65，4 

( 5 ) 



北
海
道
警
察
本
部
長

ご
家
庭
の
み
な
さ
ん
。

み
な
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
今
回
、
わ
た
く
し
は
み
主
さ

ん
に
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ご

存
じ
の
よ
、
ヲ
に
事
故
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
や
、
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
が
、
占
え

て
き
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
向
数
は
、
こ
の
数
年
、
北
海
道

は
日
本
一
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

悩
ま
し
い
事
故
を
な
く
し
住
み
よ
い
郷

J
/
 開

拓
時
代
の
農
具
を

展
刀言

町
民
セ
ン
タ
ー

田

中

I住

土
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
お
互
い

の
幸

福
の
た
め
に
た
い
へ
ん
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
何
と
し
て
も
納

ま
し
い
交
通
事
故
を
絶
滅
し
た
い
も
の

で
す
。
警
察
も
も
ち
ろ
ん
全
力
を
注
い

で
事
故
、
わ
け
て
も
死
亡
事
故
の
防
止

に
当
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ほ
ど

ご
家
川
胞
の
み
な
さ
ん
の
お
力
を
必
要
と

し
て
い
る
附
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
司
)
容
胞
の
中
に
は
、
自

八
月
に
オ
ー
プ
ン
‘

』多
く
の
町
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
町
民
セ
ン
タ
ー
の一

階
郷
土
資
料
室
に
、
開
拓
時
代
町
内
肱
具

や
生
活
用
品
な
ど
約
百
五
十
点
が
展
示

さ
れ
、
目
を
ひ
い
て
い
ま
す
。
(
写
真
)

ほ
と
ん
ど
が
町
開
基
七
十
周
年
を
記

念
し
て
町
民
か
ら
贈
ら
れ
て
い
た
も
の

で
す
が
、
な
か
に
は
カ
ニ
カ
ン
岳
で
発

見
さ
れ
た
採
金
周
の
石
、
っ
す
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
の
家
の
物
置
に
珍
し

い
も
の
が
眠
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
セ
ン

タ
ー
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

立
お
、
セ
ン
タ
ー
備
品
に
伊
藤
利
忠

さ
ん
(
中
里
)
か
ら
コ

l
ト
掛
け
、
美

利
河
部
落
会
か
ら
壁
掛
時
計
、

今
金
建

設
協
会
か
ら
置
大
時
計
が
贈
ら
札
ま

L

Pも
感
謝
し
ま
す
.

-
E
J

、
I

ノ

ビ
り
な
ど
施
設
も
充
実

十
五
周
年
を
迎
え
た
国
保
病
院

町
民
の
医
療
セ
ン
タ
ー
国

保
病
院
は
開
院
以
来
十
五
周

年
を
迎
え
、
九
月
二
日
町
民

セ
ン
タ
ー
で
事
び
の
皇
，
印
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
、
約
千
平

方
山
川
、
ベ

y
ド
数
十
六
、
職

只
二
十
人
的
診
療
所
と
し
て

aw
ス
タ
ー
ト
、
す

f
に
史
年
病

院
に
鼻
格
(
ベ
ァ
ド
数
五
十
)

そ
の
後
、
給
食
際
、
ポ
イ
ラ

室
増
築
‘
医
師
住
宅
、
看
讃

姉
宿
舎
新
築
な
ど
と
続
き
、

こ
と
し
の
春
に
は
、
近
代
的

設
備
円
盤
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ

-
シ
ヨ
ン
施
設
と
隔
離
嫡
舎
が
完
成
。

現
在
は
、
総
面
積
二
千
二
百
八
十
八
平

方
灯
、
百
二
十

一
床
、
職
貝
数
七
十
四

おしらせ

入
、
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人

科
、
放
射
線
科
、
整
形
外
科
、
理
学
診

療
科
を
も
ち
、
外
来
忠
者
は
一
日
平
均

二
百
二
十
人
ま
で
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
の
問
、
院
長
に
は
元
木
賢
治
‘
木
村

'
博
、
岡
本
悌
二
、

池
下
照
彦
各
先
生
が

務
任
し
た
ほ
か
、
三
十
三
人
的
医
師
が

絵
療
に
当
り
ま
し
た
。

特
に
、
リ
ハ
ビ
リ
施
語
は
全
図
的
町

村
で
は
は
じ
め
て
と
い
わ
れ
て
お
り
、

機
能
回
復
訓
練
室
を
は
じ
め
、
水
浴
治

療
室
、

言
語
治
療
室
な
ど
の
最
新
町
機

鮮
が
整
っ
た
施
段
で
、
脳
卒
中
忠
者
や

交
通
事
般
の
負
傷
者
向
早
期
訓
練
に
毎

日
百
人
近
〈
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
式
に
は
関
係
者
や
来
賓
百
五
十

人
が
出
席
、
発
展
を
祝
う
と
と
も
に
、

今
後
町
医
療
の
進
歩
に
遅
れ
な
い
施
設
こ
と
し
は
容
先
か
ら
ク
?
の
異
常
出

向
充
実
を
相
官
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
没
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ー

と
こ
ろ
各
地
で
ク
?
に
よ
る
人
身
事
故

新
院
長
に
中
西
先
生

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ク
マ
円
多
い
年

四
年
半
に
わ
た
り
病
院
町
発
展
に
貫
に
は
、
従
来
の
市
識
で
は
考
え
ら
れ
な

献
さ
れ
た
池
下
先
生
が
退
職
さ
れ
る
こ
い
場
所
や
状
態
で
大
き
な
被
害
が
突
発

と
に
戸
り
、
後
任
に
中
西
浩
二
先
生

(
一

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
歳
前
熊
石
国
保
病
院
副
唇
き
が
一
ま
た
、
秋
グ
?
は
、
夏
内
問
に
山
奥

新
任
し
ま
し
た
。

(
横
顔
は
来
月
号
で
)一

に
移
動
し
て
い
た
も
の
が
、
冬
眠
前
向

動
車
を
運
転
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ご
王
人
や
む
す
こ
さ
ん

に
こ
の
こ
と
だ
け
は
守
る
よ
う
に
お
願

い
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ピ
ー
ド
は
決
し
て
出
し
過
さ
な
い

》」ル
」。

マ
ム
リ
な
追
い
越
し
は
し
な
い
こ
え

マ
酒
を
飲
ん
で
の
巡
転
は
し
な
い
こ
え

守
人
命
尊
重
第
一
、
歩
行
者
優
先
と
い

う
考
え
で
逆
転
を
す
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
を
み
な
さ
ん
か
ら
ぜ
ひ
、

お
出
か
け
前
に
声
を
か
け
て
見
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
が
車
に
同
乗
さ
れ

た
と
き
は
、
運
転
さ
れ
る
方
に
こ
れ
と

同
じ
こ
と
ば
を
い
つ
も
か
け
て
く
だ
さ

住
み
よ
い
社
会
づ
く
り

に
役
だ
っ
郵
便
貯
金

身
近
か
な
貯
蓄
の
手
段
と
し
て
利
用

A

さ
れ
て
い
る
郵
便
貯
金
は
、
つ
も
り
つ

も
っ
て
十
四
兆
円
と
い
う
大
き
な
額
に

な
う
っ
と
し
て
い
ま
す
.
ー

郵
便
貯
金
は
、
有
利

・
安
全

・
便
利

と
三
拍
子
そ
ろ
っ
て
お
り
、
み
な
さ
ん

の
経
済
手
話
の
安
定
と
財
産
づ
く
り
の

手
助
け
を
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
の

財
政
投
融
資
的
大
き
な
資
金
と
し
て
、
L

〈
ら
し
に
関
係
の
深
い
住
宅
、
病
院
、

学
校
の
建
設
、
公
害
防
止
、
生
活
環
境

施
設
の
整
備
、
農
林
漁
業
、
中
小
企
業

へ
の
融
資
な
ど
に
運
用
さ
札
、
住
み
よ

J

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
た
い
へ
ん
役

150人が出席して行われた記念式典

い
。
そ
れ
か
ら
、
お
年
寄
り
、
子
ど
も

さ
ん
が
泣
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
右

左
向
車
を
し
っ
か
り
確
か
め
て
渡
る
よ

う
に
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

か
け
が
い
の
な
い
わ
た
く
し
た
ち
人

聞
の
い
の
ち
を
大
切
に
し
あ
っ
て
い
く

た
め
‘
そ
し
て
、
お
互
い
の
家
庭
、
家

族
的
や
す
ら
ぎ
と
し
あ
わ
せ
を
守
っ
て

い
く
た
め
、
ご
家
庭
内
み
立
さ
ん
に
こ

の
呼
び
か
け
を
強
〈
お
願
い
し
た
い
の

で
す
。響

曲
舟
も
こ
れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
事
故

防
止
の
た
め
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
み
む
さ
ん
の
心
か
ら
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

だ
っ
て
い
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
郵
便
貯
金
が
大
き
な

役
制
を
呆
だ
し
て

い
る
こ
と
企
庁
知
ら

せ
す
る
た
め
ス
盟
か
な
く
ら
し
と
住
す

よ
い
社
会
を
つ
く
志
郵
便
貯
金
奨
励
運

動
」
を
全
国
で
行
っ
て
い
ま
す
「

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

(
町
内
各
郵
便
局
)

〈
〉
感
謝
し

ま

す

〈〉

光
的
問
再建
設
資
金
に
、
今
金
町
商
工

会
婦
人
部
か
ら
産
業
ま
つ
り
E
ヤ
ガ

デ
ン
の
益
金
一
万
円
、
同
じ
く
商
工
会

青
年
部
か
ら
今
金
ハ

ッ
ト
の
販
売
益
金

一
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

Q
 

し

@鎚ま
• 

10月

‘コ山
で
は

ク
マ
に
ご
用
心

たすけあいを

大きな輪に

~ 12月

秋の火災予防運動

10 月 15 日 ~ 31 日

bたばこの投げすてはやめよう

エ
サ
を
求
め
て
人
里
近
ん
、
出
て
〈
る
も

の
で
、
食
欲
が
お
う
践
で
あ
り
性
格
も

狂
暴
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
，

キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
入
山
す
る
機
会

も
多
く
な
る
季
節
で
す
が
、
函
館
営
林

局
で
は
、
入
山
す
る
と
き
に
次
の
こ
と

に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

マ
家
族
に
必
ず
行
き
先
を
告
げ
る
こ
と
。

守
単
独
行
動
は
絶
対
き
け
る
こ
と
。

マ
笛
や
小
太
鼓
な
ど
の
予
防
器
具
を
必

ず
携
借
す
る
こ
と
。

?
と
く
に
国
有
林
に
入
山
す
る
場
合
は

必
ず
も
よ
り
の
営
林
容
や
担
当
区
事

務
所
で
入
山
町
手
続
き
を
と
る
と
と

も
に
、
ク
マ
に
関
す
る
情
報
を
熟
知

す
る
こ
と
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

固

定

資

産

税

〈
三
期
〉

国
民
健
康
保
険
税

《
四
期
V

自

動

車

税

《
二
期
V

十
月
三
十
一
日
ま
で

.交通事故相談が行われます

交通事故相談が10月23日午前9
時から午後4時まで町民センタ ー

で行われます。

事故にあったとき、賠償する責

任はだれにあるか、賠償を請求す

るにはどのよ}にすればよいか、

など専門家が実情に合わせて相談

に応じますので、気軽にお来L
ださい。

.幼児にフッソ歯面塗布

町では幼児の虫前予防対策とし

て、生後 7カ月 から満3歳まで町

幼児にフ yソ曲面塗布を年3回行

うことになりました。

11月15日まで(1回目)に4主f晶

稲祉労政課で受診券を受領向上、

町内の歯科医院で受けてください。

料金は無料(町で負担)です。

.瀬棚の電話がダイヤル式に

瀬棚町の電話が10月17日午後 2

時からダイヤル式になり電話番号

も変わりました。おかけの前に先

方向屯話番号を確かめましょう 。

なお、瀬概へはダイヤル通話カ

お得です.市外局番013787に続け

てダイヤルしてください。 地域m
団電話からは、これまでどおり01
00番申し込みです。

(今金電報電話局)

・戦傷病者、戦没者の遺族に対す

る処遇が改善

軍人恩給法的一部が改正され@

日華事変中町勤務関連協病者に障

害年金など支給@日華tl~変中町勤

務関連死亡者向遺族に遺族年金主

ど支給@戦没者などの妥に対する

特別給付金町継続支給@戦没者向

父母などに対する特別給付金の継

続支給 など処遇が改醤されまし

た町で、該当すると思われる方は

役場稲祉労政課にお申 L出〈だき
赤い羽根共同募金運動

( 6 ) 

b暖房器具は正しく使お う

(7) 



年
金
額
、

大
幅
に
ア
ッ
プ

改

善

き

れ

た

国

民

年

金

老
人
福
祉
の
中
心
と
な

っ
て
い

る
国

民
年
金
法
が

↑
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
扇
町
ア
y
プ
な
と
大
幅
に
改
善

さ
れ
ま
し
た
が
、
お
も
な
内
容
は
次
町

と
お
り
で
す
。

〔拠
出
年
金
}

マ
年
金
額
の
引
き
上
げ

， 

改時内外(年制)

96，000→ 240，000 

60，000→ 150，000 

30，000→ 96，000 

132，000司 300，000

105，600→ 240，000 

100.800→ 240，000 

21，600→ 24，000 

10，800→ 12，000 

!n 

金 (25年)

oo'n 
( 5年)

金 (1級)

( 2級)

母子梯母子治V~年金

附加年 金 (10'1')

( 5年)

4長グヲ

if' 

$fo. 

金

齢

告

年

老

院

マ
保
険
料
額
の
引
き
上
げ

定
額
保
険
料
は
月
額
五
百
五
十
円
か

ら
九
百
円
に
、
附
加
保
険
料
は
月
額
三

百
五
十
円
か
ら
四
百
円
に
な
り
、
四
十

九
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

マ
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入

消
費
者
物
倒
指
数
が
前
年
に
比
べ
五

%
以
上
向
聞
き
が
あ
る
同制
作
自
動
的

に
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

八 万六親者干は干 ・ る人 マ さ 十り マ〔 月 人人四 守 1

Zえ罪事筆記PE思聖書長露君事 23てZEZ霊毛更品て古器塁
月らt):円人 i出な十ら町、得権 制 すらこ の げ官民年で受加い年 三 年

2幕16三主主;語手堅議z主 君。霊t主 自£て再会 3骨完全
d 草間 ま一合収す 円 六障 1 け道で一年 の

施限す ikニ入 。か万 EE 年 金町制矧|改持内存(年制) 12が に 目 四 加
増百限まら八額 l 昭附加ま月 入

緩 す五度た百千は >L ^ I 
まお と十額、七円五老齢川祉'1"'-金I39，0ω → 60，000 面 札し に百 開
すは と万は扶 十 に十 障害福祉年金(J級)I 60，000→ 90，000 十 ま な 生 か

に 向 、 養 三 、九 ( 2叫)I 60，000 九しかまら

里 高士襲撃真空実 母子 ・似 母 子 制 年 金| 川 00→ 78，00o主べ Z22

-
豊
作
を
祝
っ
た
秋
祭
り

今
金
八
愉
宮
内
例
大
都
市が
九
月
十
九
日
か

ら
三
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
は
米
が

大
型
作
、
ま
た
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
最
高
の

人
出
。
踊
り
花
山
車
や
桐
木
町
出
脂
な
ど
で

秋
円
夜
長
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
@

豆長唾
首可月に
比べて

人口 10，581 (-34) 

男 5，192(ー13)

女 5，389(ー21)

世帯 2，739 (-5 ) 

C~ 月 31 日現在的 ) 
住民基本台帳人 口

=広報E

トヒベyクス

目
新
し
い
今
金
名
物
、
野
菜
冷
凍
食
品

股
協
食
品
工
場
で
は
、
カ
ボ
チ
ャ
町

冷
凍
加
工
が
い
ま
た
け
な
わ
。
ア
ル
バ

イ
ト
円
主
婦
た
ち
に
よ
り
、
約
三
百
J

が
十
月
い
っ
ぱ
い
に
処
理
さ
れ
ま
す
。

こ
と
し
は
ア
ス
パ
ラ
か
ん
に
続
き

ス
イ
ト
コ
!
ン
、
枝
豆
町
冷
凍
加
工
も

行
わ
れ
新
し
い
今
命
名
物
と
し
て
東
京

方
商
に
も
出
荷
さ
れ
て
い
主
す
。

( 8 ) 

佐
々
木
夏
子

(正
容

ニ
女
)
中

里

藤
倉
満
寿
美
(
誠
二

長
女
)
稲
穂

白
井
け
い
こ

(俄
昭

二
女

)

御

影

幅

勇

樹

(

政

一

長

男

)

南
栄
町

木

谷

俊

文

(

武

二

男
)
南
栄
町

井

島

則

和

(則
吉

二
男
)
緑

町

工

藤

祐

子

(広
司

二
女
)
金

原

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

遠
藤

健
治

(義

治

長

男
)
鈴

金

境

田

由

紀

(初
夫
三
女
)
八

束

固

い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

芳

賀

淳

子

(芳

夫

長

女
)
末

広

町

伊

藤

英

雄

日

稲

船

蘭

子

住

吉

笹

森

尚

(俊

重

長

男

)

鈴

金

船

津

行

恭

日

吉

田

幸

子

東

町

尭
行
北
構
造
今
壷
町
'峰
崎

幅
抱
e

桂
輯
企
画
聾
印
刷
長
門
出
版
社

谷

垣

文

雄

H
藤
川

洋
子
昭
和
町

鈴

木

智

明
H
菊

地

澄

江

旭

町

圏
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

高

松

ト

ヨ

七

十

八

歳

種

川

伊

藤

ミ

ド

リ

七

十

法

神

丘

笹
井

孝

零

歳

樋

川

佐
々
木
き
ょ
せ
八
十
七
歳
美
利
河

山
崎

イ

ト

六

十
八

歳

八

東

本
田

初
よ

八

十

七

歳

大

和
町

黒

宮

す

え

の

八

十

五

歳

中

里

(八
月
分
)

尭
行
・
崎

-m
m


